七、橋津お台場
１　鳥取藩の海防

　　　　　　　　　　　寛永１５（１６３８）年の島原一揆事件以来、徳川幕府は、中国・オランダとの貿易を長崎の一角に許したほか、いわゆる鎖国政策をとり、外国船の着岸を厳禁したことはよく知られている事実である。

鳥取藩の海防施設　　　これに対して、４０余里の海岸を持つ鳥取藩では、どのような施設をしたかというと、まず因幡では浦住（浦富）・加露伯耆では泊・浜ノ目の都合４ヶ所に見張番所を設けて、組士を半月交替に詰番させて海岸の警戒にあたらせたのである。もっともオランダ船だけは「陸え上ケ馳走候て云云」という寛永２０年１０月の達書があり、また、鳥取県郷土史P４７０に「このころ、オランダ船は日本海測量などをこころみたものらしく、今の竹島にホーネット・イスランドというオランダ船名をつけている。－ロンドン版世界地図帖－」とあるから、オランダ船は特別な取り扱いをうけていたらしい。
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　　　　　　　　　　　幕府は鎖国以来、外国船に対し非常に神経をつかい、外人の行動を疑い不安をいだいていたので、海防については油断せず、しばしば関係各藩やその告諭を達し、封国の大小に応じてそれ相当の海防式備訓練を怠らないように命じている鳥取藩もこれに応じていることは勿論である。鳥取県郷土史所載の文書（P４７２）によれば
海防の式備及び人　　　寛政五年正月十一日（江戸日記）

員の配置　　　　　　　異国船漂流御手当之儀、先達而御廻状の趣につき、左の通今朝松平越中守様（松平定信）江御
留守居を以被レ成ニ御届一候事

　　　　　　　　　　　異国船致ニ漂流一御領分海上に相見候節は、兼而申付置候EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(より),従)ニ遠見番所一、早速致ニ注進一、其内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おか),陸)に大砲並火矢等備置、異国段々寄来地先近く相成候はゞ、斥候船に鉄砲致ニ用意一筆談役に少々人数相添差出、漂流のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わけ),訳)相尋様子相EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ためし),試)、何の怪敷儀も無之趣に候はゞ、成丈穏にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(させ),為)ニ取扱一可レ申候。若EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けんぶん),見分)等EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こばみ),拒)候様子にも候はゞ備置候大筒火矢等を以、打砕可レ申候。右注進次等、追々差出候人数左之通候、尤人数多少手配の儀は、其節々時宜に随ひ可レ申候。
　　　　　　　　　　　一物　　頭　　　　鉄炮六十挺　　　　三人
　　　　　　　　　　　一船 奉 行　　　　　　　　　　　　　一人

　　　　　　　　　　　一普請奉行　　　　鉄炮　十挺　　　　一人

　　　　　　　　　　　一郡　　代　　　　鉄炮　十挺　　　　一人

　　　　　　　　　　　一使　　番　　　　　　　　　　　　　二人

　　　　　　　　　　　一目　　付　　　　　　　　　　　　　一人

　　　　　　　　　　　一筆 談 役　　　　　　　　　　　　　二人

　　　　　　　　　　　一騎　　士　　　　　　　　　　　　　拾人

　　　　　　　　　　　一大 筒 役　　　　　　　　　　　　　六人

　　　　　　　　　　　一軍 用 役　　　　　　　　　　　　　二人

　　　　　　　　　　　　　  大筒火矢共百余挺此外EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かち),徒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(め),目)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つけ),付)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かち),徒)之者並小役人

　　　　　　　　　　　右之通手当申置候。且書面の外、都而取扱方の儀、御触之通相心得、猶依其時宜EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とりさばき),取捌)、様子次

第重役の者追々為レ致ニ出張一候将又領分不残荒磯に付、船手のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かけひけ),欠引)は不レ致専要と候間、其節の

様子次第船相用候心EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 7(（二）),得候)。以上
　　十二月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平相模守治道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥取藩）

　　そこで、国元では軍監高坂典膳主として計画を立て、具体的に家中を配置し、役割りを定めたのである。なお幕府に差し出した遊軍のほか、それぞれ海岸受持ちの区域をも定め、事あるとき

海岸防備の受持区　　に差し出すべき人数を取りきめたのである。すなわち、その一例を挙げてみると
域を定める　　　　　　　　　米子　　荒尾近江持場所
　　　　　　　　　　　騎　士　　七十七人

　　　　　　　　　　　連　人　　八百廿二人

　　　　　　　　　　　籏　　　　九　本

　　　　　　　　　　　長　柄　　四十五本（やり）

　　　　　　　　　　　鉄　炮　　百四挺

　　　　　　　　　　　　惣人数　　千五十九人

　　　　　　　　　　　　　八橋　　津田美作持場所

　　　　　　　　　　　　惣人数　　五百四人　
　浦留

惣人数　　四百六十一人

　泊番所　荒尾志摩管内

惣人数　　百七十人

　急手遊軍備（予備軍）

　　　　　　　　　　　籏　頭　　家老　壱　人

　　　　　　　　　　　鉄炮頭　　武宮伊織　鉄炮二十挺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外ニ大筒組附属

　　　　　　　　　　　船手頭　　矢野笹右衛門

　　　　　　　　　　　普請奉行　石河伝左衛門　鉄炮十挺

　　　　　　　　　　　郡　代　　村上平兵衛　　鉄炮十挺

　　　　　　　　　　　使　番　　四　人

　　　　　　　　　　　目　付　　二　人

　　　　　　　　　　　軍用役人　二　人
非常時に対する動　　　　　右遊軍従時宜相用に付、人数高不記之　此のほか灘手に在る蔵々の守備には、組頭物頭一員計画　　　　　　　　　人宛と、相当の騎士連人籏長柄鉄炮を配置した。すなわち９ヶ所の蔵々に割り当てた総人数
は、つぎのごとくであった。

　岩井郡岩本蔵所固　惣人数　２４１人
気多郡浜村蔵所固　惣人数　２８５人

同　郡青屋蔵所固　　〃　　１９６人

河村郡橋津蔵〃　　　〃　　２６０人

八橋郡由良蔵〃　　　〃　　２２６人

同　郡大塚蔵〃　　　〃　　１９１人

同　郡赤碕蔵〃　　　〃　　１７９人

汗入郡御来屋蔵〃　　〃　　２１５人

同　郡淀江蔵〃　　　〃　　２４５人

以上の配置人数を合計すると、おおよそ５,０００余人で、これが当時の海岸防御の動員計画であったのである。その合計内訳は

米子・八橋・浦留番所　人数高２,１９４人

灘手御蔵９ヶ所　　　　人数高２,１３８人
遊軍人数積大概　　　　人数高７５４人

　総人数　　　　　　　　５,０８６人

となり、後明治２９年にできた鳥取の歩兵第４０EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れん),聯)隊の３倍以上の編成となる。大変な動員計画である。（以上鳥取県郷土史参照）

配置された武器　　　　此のほか非常の用意として、因・伯両国にある大砲並びに船舶を取り調べて、徴発に応ずる便宜に備えたり、牛馬数を取り調べたりした。火器は大筒・石火矢・種ガ島そのほかいろいろ形式を異にして、米子・倉吉・鳥取の３構えに適当に配分されたが、米子・鳥取はここに略すとして倉吉構えの分をあげてみる。

　　　　　　　　　　　　倉　吉（弾丸量目と大筒・鉄砲数）
　　　　　　　　　　　壱貫目　　二　挺　　四十目　　一　挺

　　　　　　　　　　　四百目　　二　挺　　三十目　　七　挺

　　　　　　　　　　　三百目　　八　挺　　二十目　　二　挺

　　　　　　　　　　　二百目　　廿六挺　　十五匁　　六　挺

　　　　　　　　　　　百五十目　六　挺　　十　匁　　廿一挺

　　　　　　　　　　　百　目　　四十五挺　合　計　　百五十八挺

　　　　　　　　　　　上の内の幾分かが橋津お台場に配置されたものであろうが、橋津お蔵警備隊２６０人であるから、大砲に数人かかるとすれば間にあう兵器である。

　　　　　　　　　　　橋津お台場は無論、荒尾志摩守の構えであるが、実地の隊長は最初は戸崎久右衛門で、ついでその息子米蔵（註、後富隆と改名）であった。

警備隊の変遷　　　　　海岸防備の手当は、前項に述べたとおり幕府鎖国令以来のことであるが、藩内で実際に適応する陣構えを造ったのは藩政末期のことであるらしく、これまでには警備隊の編成や武器の配置などにもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いくたび),幾度)かの変化があったことであろう。
　　　　　　　　　　　天保１５年には、灘所御蔵所に駈けつける夫卒などに関する具体的な取りきめを詳細に規定し、また嘉永２年には、御蔵所にそれぞれ足軽を配布し、また種ガ島１０匁玉１挺宛を備えつけさせた。この頃また幕府より。領内海岸３０町（約３キロメートル）沖合の深浅図面並びに防備お手当を報告せよとのことで、同２年１０月から調査に着手し、３年８月に調査を完了（註、この図面は東郷町片面、原田家に所蔵）図面を調製して差し出している。なお手当は一層厳重にせよとのことで、それぞれ受持ちを定めて幕府に報告し。相当の家中にそれぞれこれを命じたのである。（鳥取県郷土史P４８１参照）
羽合町附近の警備　　　いま警備海岸の配置区域分担の内、橋津中心の分を摘記してみると

人員　　　　　　　　　　伯耆河村郡より八橋郡丸尾村迄

　　　　　　　　　　　一籏　頭　　　　　壱人

　　　　　　　　　　　一組　頭　　　　　二人

　　　　　　　　　　　一物　頭　　　　　三人

　　　　　　　　　　　一組　士　　　七十四人

　　　　　　　　　　　一鉄　炮　　　大小合百廿挺　　　　内　大筒十八挺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種ガ島六挺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小筒九十六挺

　　　　　　　　　　　となっている。その他は略す。

